
平成１９年　第 ３ 回　定例会  代表質問
№ 発　言　者 発　言　事　項 発　言　要　旨 答弁を求める者
1 桜井議員 １　自治権の拡充について 都区のあり方を踏まえて

（自民）
２　地球温暖化対策条例について 条例が短期間の中で提案されたが、十分区民の意見を聞き反映させた内容か。

３　新保健所の整備等について 新保健所のあり方及び医療制度改革における一体的な取り組み体制について

４　保育対策について

５　区役所旧庁舎跡地について

2 飯島議員 区長の政治姿勢を問う 参議院選挙では自公政権が進めてきた「構造改革」に国民の厳しい審判が下った。
（共産） 「構造改革」を是として区政運営を行ってきた区長の政治姿勢は転換すべきではないか。

医療費抑制を目的とするこの制度は、高齢者負担増となる大きな問題点がある。
たとえば①高すぎる保険料。滞納すれば保険証が取り上げられる
　　　　　②医療の差別化を招く診療報酬
　　　　　③早期発見のための健診は縮小
　　　　　④周知も不十分なまま４月実施は拙速など。
このまま進めると大混乱を招く。
「制度の凍結」に区が努力することを求める

保育を民間に委ねることについて 子どもが健やかに成長できる環境を整えることは区の責務。

１）認証保育所について
２）麹町保育園の民営化について

公共住宅政策について １）公共住宅の増設について
２）区営住宅の定期借家制度導入について

区長、ならびに関
係理事者

医療構造改革による「後期高齢者医療制
度」について

発　　言　　通　　告　　書　　＜総括表＞

区長及び関係理
事者

神田地区の状況と麹町地区における保育対策（認証保育所及び麹町保育園建替え）につ
いて

区民等から区役所旧庁舎跡地の活用について意見や提案がある中で、区においても具体
的な取り組みに入るべきではないか。

「採算・効率」を重視する民間に保育を委ねることで子どもの利益を損なうことがあってはな
らない。


